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2. 微粒子の免疫活性化作用  
甘草煎液由来微粒子は、RAW264.7 および RAW-Blue の両細胞において、炎症性サイトカイン
（IL-6、TNF-α）発現亢進および NF-κB の転写活性化を誘導した。さらに、共焦点レーザー顕微
鏡観察の結果から、甘草煎液由来微粒子は RAW264.7 細胞内に取り込まれることが観察された。
またこの IL-6 の発現亢進は Cytochalasin D により抑制された。さらに、微粒子による p65、ERK、
p38、JNK、IRF3 のリン酸化が確認できた。さらに、上記炎症性サイトカイン（IL-6、TNF-α）発現亢





























各生薬 (甘草、葛根、桂皮、芍薬、生姜、大棗、赤小豆 )を100gずつ、あるいは 生薬 (甘草、芍






























生薬の粒度分布を加算した 2 峰性ではなく、1 峰性の正規分布を示した。また、得られた微
粒子の免疫活性化作用は、活性の強い微粒子を持つ生薬の活性に近いことが明らかとなっ
た。 


